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てきた。また，その最後の 3"l三間は ， 全国教博研究所0)学習指滋lこ関・ず る共同研究の幹事県と して番~JJlI
L，怪|諮 ・社会 ・r.r数数学・煙料の学轡指導研究シリーズ計 121mの原稿執委在にも尽力した。
ここで ， 過去 5 か年間の研究を脳みると，われわれは ， 学)J と学留指導の桜 4、;~考え ， 学空軍過程にお
付る子どもの思考や理解 ・認識などの深まる過穏とその指導のあり}jについて ，実際の皮業の嶋で害健在E
的に究明してきたのであるが ，その聞に次のようなことがわかゥてきたu 子どもたちを稿欄じみると ，





関する共同研究」では ，これまでの研究の上に"Sl.，て ，一人一人のrどものパ- ;/ナ IJテイの内面に自
をかけ ，思議雪の綴態をきらに傑究するとともに ，~管制や態度などについても究明し ， これに応じた学習
指導のより民.体的なものを求めて ，子どもの思考や理解をいっそう深め，技能の向上をいっそう図ろう
とする研究にはいおことにした。
今年度は ， その~-if'次の研択と して ， まだその絡についたばかりであるが ， これまでの研究をま と
めて， 中間報告をす ると止にした。
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